
























入学定員の変更計画の概要（構想中）

すべての夢に、たしかな未来を。
福岡工業大学は、

「情報」「環境」「モノづくり」の3分野を主体に、

卒業後、社会に貢献できる人材の育成を目指しています。

その教育方針・育成内容は産業界から高く評価され、

毎年の就職率の高さとして実を結んでいます。

≪ 平成27年4月入学生から適用予定 ≫

　福岡工業大学は、地域社会の要請に積極的に対応するために、継続的に教育研究の質的な向上に
努めてきたことから、これまで安定的な志願者の確保と高い就職実績を有しております。近年の志願者、
入学者数および就職実績等を踏まえて、これら社会の要請に応じた入学定員へと変更いたします。

【参考】入学初年度の学納金比較

〒811-0295 福岡市東区和白東3丁目30番1号

福岡工業大学 入試課
TEL 092-606-0634（直）
http://www.fit.ac.jp/

学生
納付金

（平成25年度実績）

設置
場所

（アクセス）

※学生諸費の内訳：学生自治会費28,000円、後援会費20,000円、学生教育研究災害傷害保険料3,300円、アルバム代10,000円

項目 入学金 授業料 施設設備費 実験実習費 図書費 学生厚生費 学生諸費※ 合　計
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（単位：円）

学年

1年次
工学部・情報工学部

社会環境学部

工学部・情報工学部

社会環境学部

2年次
以降

※　　　 部分は前・後期分納
※教科書代が別途必要です。

福岡工業大学 近隣大学

1,350,000～1,500,000

990,000～1,100,000

1,428,300

1,090,300

理工科系

文科系

お問い合わせは

●地下鉄＋JR鹿児島本線
地下鉄

5分

JR鹿児島本線
（快速）

14分
福工大前福岡空港 博多駅

●JR鹿児島本線
JR鹿児島本線（快速）

14分

JR鹿児島本線（快速）

50分

西鉄バス（都市高速）

30分

福工大前博多駅

●JR鹿児島本線

福工大前小倉駅

●西鉄バス

福工大前バス停天　神

入学定員変更の理由

工学部
● 電子情報工学科

● 生命環境科学科

● 知能機械工学科

●電気工学科

情報
工学部

● 情報工学科

● 情報通信工学科

● 情報システム工学科

●システムマネジメント学科

社会
環境学部
（文系）

● 社会環境学科（文系）
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入学定員
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学部学科の名称

教育の質向上と施設・設備等、環境の充実に注力する一方で経営を効率化し、「低学費政策」を堅持しています。

九州新幹線開通で

博多駅から14分。

福工大がグ～ンと近くなりました！

熊本駅から福工大前駅まで47分

鹿児島中央駅から福工大前駅まで1時間33分

※乗り換え時間含まず。

駅と大学が直結!

※JR福工大前駅より直結　※乗用車の場合…国道3号線から国道495号線へ進み和白方面へ

※構想中のため、内容が変更になる可能性があります。



代 表 的 な 科 目（一部抜粋） 養 成 す る 人 材 像 （参考）類似する学科名称

●プログラミングⅠ・Ⅱ
●デジタル信号処理
●電子回路Ⅰ・Ⅱ

●ものづくり基礎実習
●デジタルエンジニアリング
●知能機械基礎実験Ⅰ・Ⅱ

●環境生命工学実験
●環境物質工学実験
●先端環境科学実験Ⅰ・Ⅱ

〈九州工業大学〉
情報工学部 電子情報工学科 

〈福岡大学〉
工学部 電子情報工学科

〈近畿大学〉
産業理工学部 生物環境化学科

〈崇城大学〉
生物生命学部 応用生命科学科

〈福岡大学〉
工学部 機械工学科

〈九州産業大学〉
工学部 機械工学科

〈福岡大学〉
工学部 電気工学科

〈九州産業大学〉
工学部 電気情報工学科

〈九州産業大学〉
情報科学部 情報科学科

〈崇城大学〉
情報学部 情報学科

〈近畿大学〉
産業理工学部 
電気通信工学科

〈久留米工業大学〉
工学部 情報ネットワーク工学科

　現代社会において、科学技術者は、科学技術への貢献はもとより、
社会人として自立し、広い視野に立ち柔軟な発想を行えることが求め
られている。
　本学科は、電子技術と情報技術が融合した技術分野において、こ
のような要請に応えることができる実践型の人材の養成を目的とする。

　私たちの生活の中にある、テレビ・携帯電話などの電子
情報機器や、洗濯機や冷蔵庫などの電化製品は、すべて電
子技術と情報技術を組み合わせてつくられたもの。
　電子情報工学科では、これらの技術を総合的に学びます。

　環境・資源エネルギー・物質化学という化学系分野、生命
化学・食品化学という生物系分野を学ぶことができる学科。
　化学やバイオ技術の基礎を学びつつ、環境にやさしいナ
ノ素材の開発や微生物による環境修復などを学習します。

　機械の基礎を学びつつ、ロボットや自動車などハイテクメ
カもつくり出せる実践的な機械設計技術を学習。
　創造力・技術力・表現力を身に付けた機械エンジニアのス
ペシャリストを育成するため、各種資格取得も支援しています。

　クリーンで使いやすいエネルギーである電気は、地球温
暖化やエネルギー問題を解決する上でとても重要視されて
います。
　電気工学科では、エネルギー、電気機器、情報制御など、
電気に関係するさまざまな専門科目を学びます。

　21世紀の高度情報化社会をソフトウェアおよびハード
ウェアの両面から支え、革新する情報工学技術者を育成
することを目指します。

　情報通信技術（ICT）の基礎を身に付け、「ネットワーク」
「通信」を専門的に学ぶそれぞれのコースへ。
　オンラインソフトウェア、ネットワーク、無線従事者、通信・
放送といった分野のスペシャリストを目指す学科です。

　システムLSI、ロボット制御、ネットワークの3つの柱を学
ぶことで、ロボットや情報システムを作り出し、自在に動かす
ノウハウを身につけます。
　また、国際レベルの技術者育成を目指しており、ソフトか
らハードまで時代のニーズに応える技術者を育成しています。

　さまざまな情報を管理・運用することで、企業活動におけ
る諸問題の解決を図る能力を身に付けます。
　コンピュータと経営の両知識を習得・活用し、企業の経営
に合ったソリューションを提案できるようになります。

　環境を理系的な視点からでなく、「経済・経営」「法・政策」
「人間生活」という文系的視点である3つの分野から学習。
　問題の発見・解決能力を養うとともに、情報処理能力、
語学力も備えた人材の育成を目指す文系学科です。

　地球の様々な環境問題が深刻化する今日、環境の管理、保全、改
善と修復の基本理念を理解し、物理・化学的、及び生物的アプロー
チ等の多様な先端技術を用いて、問題を解決する能力を持つ自立し
た物質系・生物系技術者の人材の養成を目的とする。

　情報技術と生産技術を融合した知能機械が主流となった機械
分野において、基礎及び専門技術に関する知識と応用力を身につ
けるとともに、それらを駆使したデザイン能力とコミュニケーション
能力を有し、技術者倫理をもってグローバルな活躍ができる人材
の養成を目的とする。

●電気工学概論
●電気回路Ⅰ～Ⅳ　
●メカトロニクスⅠ・Ⅱ

　日々進歩する電気・電子・情報工学の技術を理解し、習得するため
の素養と専門知識及び技術を身につけ、国際感覚と倫理観を有す
るとともに、地域産業のニーズも理解し、地域的また国際的連携の
両方を意識して活躍できるグローバルな技術人材の養成を目的
とする。

●ネットワークプログラミング
●モバイルコミュニケーション工学　
●光ファイバ通信工学

●知能情報メディア工学
●マルチメディア工学
●情報工学実験Ⅰ・Ⅱ

　コンピュータのソフトウェア・ハードウェアの基礎及び応用を教授
研究し、プログラミングに習熟させるとともに、インターネットや人工
知能、知能ロボット、自然言語処理、画像処理、データベース、マルチメ
ディア、CG、システムLSIなどの最先端のコンピュータ技術・応用技術
を持つ専門的職業人及び教育研究者の人材の養成を目的とする。

　今日の情報通信関連技術は、あらゆる産業分野における基幹技
術としての影響力を持つようになり、社会生活の中に深く関係して
いる。このように情報通信工学の裾野が限りなく広がり、技術的
な可能性が満ち溢れる世界で、独創性を発揮し、多様化する先端
技術を開拓できる技術者及び情報通信関連分野の研究能力を有
する人材の養成を目的とする。

〈佐賀大学〉
理工学部 知能情報システム学科

〈九州工業大学〉
情報工学部 

システム創成情報工学科

●システム制御工学Ⅰ・Ⅱ
●システム情報工学実験
●情報リテラシーⅠ・Ⅱ

　情報処理基盤技術、情報ネットワーク、システムLSI、知能情報
処理、ロボット工学、制御工学などの専門知識に加え、技術者倫理、
高いコミュニケーション能力、エンジニアリングデザイン能力、計画
実行力、生涯学習能力を身につけさせるための教育を行い、国際的
に活躍できる情報システム技術者の人材の養成を目的とする。

〈長崎大学〉
環境科学部 環境科学科

●環境心理学
●社会環境学Ⅰ～Ⅳ
●環境経済学

　環境に関わる諸問題に関して主として社会科学及び人文科学
の立場からアプローチし、個人・企業・社会全体の仕組みを理解した
上で、環境調和型の社会実現に貢献することのできる実践型の
人材の養成を目的とする。

〈近畿大学〉
産業理工学部 
経営ビジネス学科

●e-ビジネス論
●ベンチャービジネス論
●コンピュータグラフィックス
　入門

　高度に情報化、国際化が進む現代社会において、企業の生産管
理技術と情報管理技術について、経営、生産、メディアの観点から
基礎的な素養を身につける教育を行い、それらの知識に裏付けされ
た人間哲学に基づいてシステムのマネジメントを行える人材の養成
を目的とする。

（文 系）
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